
JP WO2017/038774 A1 2017.3.9

10

(57)【要約】
　本発明に係る内視鏡システム１は、左眼用光学系２１
Ａ、右眼用光学系２１Ｂ、撮像部２０、画角補正データ
を記憶するメモリ２４を有する内視鏡２と、メモリ２４
から画角補正データを取得する補正データ取得部３１１
、及び、取得した画角補正データに基づいて左眼画像の
画角と右眼画像の画角とを一致させるとともに、左眼画
像の大きさと右眼画像の大きさとを一致させるように補
正する補正部３５を有する光源一体型プロセッサ３を備
える。これにより、立体観察用の二つの光学系を有する
光学ユニットとして、どの光学ユニットが処理装置に装
着された場合であっても、装着された光学ユニットに対
応した画像補正を適切に実行することができる撮像シス
テムを提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ユニットと、前記光学ユニットが着脱自在に装着される構成を有する処理装置と、
前記光学ユニットと前記処理装置とのいずれかに配置されてなる撮像装置と、を備えた撮
像システムであって、
　前記光学ユニットは、
　被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、
　前記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系
と、
　前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データ
を記憶する第１の記憶部と、
　を備え、
　前記撮像装置は、
　前記第１の光学系で結像された光学像を撮像して第１の画像データを生成する第１の撮
像部と、
　前記第２の光学系で結像された光学像を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮
像部と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記第１の記憶部から前記画角補正データを取得するデータ取得部と、
　前記データ取得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応
する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させ
るとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、
前記第１の画像データ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補正する補
正部と、
　を備えたことを特徴とする撮像システム。
【請求項２】
　前記画角補正データは、前記第１の画像の画角及び大きさに対して前記第２の画像の画
角及び大きさを一致させるように前記補正部に指示する指示データと、前記第２の画像の
画角の前記第１の画像の画角に対する第１の倍率と、を少なくとも含むことを特徴とする
請求項１に記載の撮像システム。
【請求項３】
　前記処理装置は、該処理装置によって処理された画像を表示出力する表示部と、
　前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じて予め設定された拡大縮小倍率で
ある第２の倍率を基に前記補正部で使用される第１の拡大縮小倍率を生成し、前記データ
取得部が取得した前記第１の倍率と前記第２の倍率とを基に前記補正部で使用される第２
の拡大縮小倍率を生成するパラメータ生成部と、
　をさらに備え、
　前記補正部は、
　各画像からの抽出基準領域に基づいて前記第１の画像から抽出する第１の抽出領域の大
きさを設定する一方、前記抽出基準領域及び前記データ取得部が取得した前記第１の倍率
に基づいて前記第２の画像から抽出する第２の抽出領域の大きさを設定する領域設定部と
、
　前記第１の画像から前記第１の抽出領域を抽出し、該抽出した前記第１の抽出領域を前
記第１の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第１の画像として出力する
一方、前記第２の画像から前記第２の抽出領域を抽出し、該抽出した前記第２の抽出領域
を前記第２の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第２の画像として出力
する拡大縮小部と、
　を備えたことを特徴とする請求項２に記載の撮像システム。
【請求項４】
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　前記処理装置は、
　前記第２の倍率を前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格にそれぞれ対応付けて
記憶する第２の記憶部をさらに備え、
　前記第１の記憶部は、前記光学ユニットの種別を示す識別情報を記憶し、
　前記データ取得部は、前記第１の記憶部から前記光学ユニットの識別情報を取得し、該
取得した識別情報が示す前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じた前記第２
の倍率を前記第２の記憶部から取得し、
　前記パラメータ生成部は、前記データ取得部が取得した前記第１の倍率及び前記第２の
倍率を基に前記第１の拡大縮小倍率と前記第２の拡大縮小倍率とを生成することを特徴と
する請求項３に記載の撮像システム。
【請求項５】
　前記画角補正データは、前記第１の画像における前記抽出基準領域の位置を示す第１の
位置データと、前記第２の画像における前記抽出基準領域の位置を示す第２の位置データ
とを含み、
　前記領域設定部は、前記データ取得部が取得した前記第１の位置データを基に前記第１
の画像における前記抽出基準領域の位置を設定し、前記データ取得部が取得した前記第２
の位置データを基に前記第２の画像における前記抽出基準領域の位置を設定することを特
徴とする請求項３または４に記載の撮像システム。
【請求項６】
　前記第１の光学系及び前記第２の光学系は、それぞれの画角を変化させる光学ズーム機
能を有し、
　前記補正部は、前記データ取得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の光
学系及び前記第２の光学系の少なくともいずれか一方の前記光学ズーム機能を制御するこ
とで、前記第１の画像データに対応する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応
する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画
像の大きさとを一致させることを特徴とする請求項１または２に記載の撮像システム。
【請求項７】
　当該撮像システムは、前記光学ユニット及び前記撮像装置を備えた内視鏡装置と、前記
撮像装置が撮像した画像データを処理する前記処理装置とを有することを特徴とする請求
項１～６のいずれか一つに記載の撮像システム。
【請求項８】
　被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前記被写体からの入射光を、前記第１
の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系と、前記第１の光学系と前記第２の光学
系との画角の相違を補正するための画角補正データを記憶する第１の記憶部とを有する光
学ユニットが着脱自在に装着され、前記光学ユニットと当該処理装置とのいずれかに配置
されており、前記第１の光学系で結像された光学像を撮像して第１の画像データを生成す
る第１の撮像部と前記第２の光学系で結像された光学像を撮像して第２の画像データを生
成する第２の撮像部とを有する撮像装置から出力された画像データを処理する処理装置で
あって、
　当該処理装置に装着された前記光学ユニットの前記第１の記憶部から前記画角補正デー
タを取得するデータ取得部と、
　前記データ取得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応
する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させ
るとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、
前記第１の画像データ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補正する補
正部と、
　を備えたことを特徴とする処理装置。
【請求項９】
　被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前記被写体からの入射光を、前記第１
の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系とを有する光学ユニットが着脱自在に装
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着され、前記第１の光学系で結像された光学像を撮像して第１の画像データを生成する第
１の撮像部及び前記第２の光学系で結像された光学像を撮像して第２の画像データを生成
する第２の撮像部から出力された画像データを処理する処理装置が実行する処理方法であ
って、
　前記処理装置に装着された前記光学ユニットが有する第１の記憶部から、前記第１の光
学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データを取得するデー
タ取得処理と、
　前記データ取得処理において取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像デー
タに対応する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを
一致させるとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させる
ように、前記第１の画像データ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補
正する補正処理と、
　を含むことを特徴とする処理方法。
【請求項１０】
　被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前記被写体からの入射光を、前記第１
の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系とを有する光学ユニットが着脱自在に装
着され、前記第１の光学系で結像された光学像を撮像して第１の画像データを生成する第
１の撮像部及び前記第２の光学系で結像された光学像を撮像して第２の画像データを生成
する第２の撮像部から出力された画像データを処理する処理装置に、
　前記処理装置に装着された前記光学ユニットが有する第１の記憶部から、前記第１の光
学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データを取得するデー
タ取得手順と、
　前記データ取得手順において取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像デー
タに対応する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを
一致させるとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させる
ように、前記第１の画像データ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補
正する補正手順と、
　を実行させることを特徴とする処理プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像システム、処理装置、処理方法及び処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラとして、両眼に相当する二つの撮像素子と各撮像素子に対応する
二つの光学系を設けて被写体を撮像し、撮像された左右の二つの画像データから立体画像
を得るように構成された一体型の立体カメラが提案されている（例えば、特許文献１参照
）。このような立体カメラは、搭載している二つの光学系の個体差に対応した補正パラメ
ータを保持し、この補正パラメータを用いて、二つの光学系の個体差に起因する左眼画像
データ及び右目画像データの大きさの不一致を、立体カメラ内部で補正する機能を備えて
いる。
【０００３】
　ところで、医療分野等において使用される内視鏡と処理装置（プロセッサ）とが着脱可
能である内視鏡システムにおいても、診断や検査の円滑化のために、観察対象を立体画像
で観察したいという要求がある。この要求にこたえるための技術として、立体観察用の二
つの光学系を有する光学ユニットと、各光学ユニットに対応する二つの撮像素子とを設け
た内視鏡が知られている。この内視鏡が装着されたプロセッサは、装着された内視鏡から
左右の画像データを受信し、この二つの画像データから立体画像を生成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１６２９９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡には個体差があり、装着された内視鏡によって、内視鏡の二つの光学系の個体差
に起因する画像間の大きさのバラツキが異なるため、プロセッサは、装着される内視鏡に
適した画像補正を行うことができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、立体観察用の二つの光学系を有する光
学ユニットとして、どの光学ユニットが処理装置に装着された場合であっても、装着され
た光学ユニットに対応した画像補正を適切に実行することができる撮像システム、処理装
置、処理方法及び処理プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる撮像システムは、光学
ユニットと、前記光学ユニットが着脱自在に装着される構成を有する処理装置と、前記光
学ユニットと前記処理装置とのいずれかに配置されてなる撮像装置と、を備えた撮像シス
テムであって、前記光学ユニットは、被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前
記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系と、
前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データを
記憶する第１の記憶部と、を備え、前記撮像装置は、前記第１の光学系で結像された光学
像を撮像して第１の画像データを生成する第１の撮像部と、前記第２の光学系で結像され
た光学像を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮像部と、を備え、前記処理装置
は、前記第１の記憶部から前記画角補正データを取得するデータ取得部と、前記データ取
得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応する第１の画像
の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前
記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、前記第１の画像
データ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補正する補正部と、を備え
たことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる撮像システムは、前記画角補正データは、前記第１の画像の画角
及び大きさに対して前記第２の画像の画角及び大きさを一致させるように前記補正部に指
示する指示データと、前記第２の画像の画角の前記第１の画像の画角に対する第１の倍率
と、を少なくとも含むことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる撮像システムは、前記処理装置は、該処理装置によって処理され
た画像を表示出力する表示部と、前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じて
予め設定された拡大縮小倍率である第２の倍率を基に前記補正部で使用される第１の拡大
縮小倍率を生成し、前記データ取得部が取得した前記第１の倍率と前記第２の倍率とを基
に前記補正部で使用される第２の拡大縮小倍率を生成するパラメータ生成部と、をさらに
備え、前記補正部は、各画像からの抽出基準領域に基づいて前記第１の画像から抽出する
第１の抽出領域の大きさを設定する一方、前記抽出基準領域及び前記データ取得部が取得
した前記第１の倍率に基づいて前記第２の画像から抽出する第２の抽出領域の大きさを設
定する領域設定部と、前記第１の画像から前記第１の抽出領域を抽出し、該抽出した前記
第１の抽出領域を前記第１の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第１の
画像として出力する一方、前記第２の画像から前記第２の抽出領域を抽出し、該抽出した
前記第２の抽出領域を前記第２の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第
２の画像として出力する拡大縮小部と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
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　また、本発明にかかる撮像システムは、前記処理装置は、前記第２の倍率を前記光学ユ
ニットの種別及び前記表示部の規格にそれぞれ対応付けて記憶する第２の記憶部をさらに
備え、前記第１の記憶部は、前記光学ユニットの種別を示す識別情報を記憶し、前記デー
タ取得部は、前記第１の記憶部から前記光学ユニットの識別情報を取得し、該取得した識
別情報が示す前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じた前記第２の倍率を前
記第２の記憶部から取得し、前記パラメータ生成部は、前記データ取得部が取得した前記
第１の倍率及び前記第２の倍率を基に前記第１の拡大縮小倍率と前記第２の拡大縮小倍率
とを生成することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像システムは、前記画角補正データは、前記第１の画像におけ
る前記抽出基準領域の位置を示す第１の位置データと、前記第２の画像における前記抽出
基準領域の位置を示す第２の位置データとを含み、前記領域設定部は、前記データ取得部
が取得した前記第１の位置データを基に前記第１の画像における前記抽出基準領域の位置
を設定し、前記データ取得部が取得した前記第２の位置データを基に前記第２の画像にお
ける前記抽出基準領域の位置を設定することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる撮像システムは、前記第１の光学系及び前記第２の光学系は、そ
れぞれの画角を変化させる光学ズーム機能を有し、前記補正部は、前記データ取得部が取
得した画角補正データに基づいて、前記第１の光学系及び前記第２の光学系の少なくとも
いずれか一方の前記光学ズーム機能を制御することで、前記第１の画像データに対応する
第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させると
ともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させることを特徴と
する。
【００１３】
　また、本発明にかかる撮像システムは、前記光学ユニット及び前記撮像装置を備えた内
視鏡装置と、前記撮像装置が撮像した画像データを処理する前記処理装置とを有すること
を特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる処理装置は、被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前
記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系と、
前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データを
記憶する第１の記憶部とを有する光学ユニットが着脱自在に装着され、前記光学ユニット
と当該処理装置とのいずれかに配置されており、前記第１の光学系で結像された光学像を
撮像して第１の画像データを生成する第１の撮像部と前記第２の光学系で結像された光学
像を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮像部とを有する撮像装置から出力され
た画像データを処理する処理装置であって、当該処理装置に装着された前記光学ユニット
の前記第１の記憶部から前記画角補正データを取得するデータ取得部と、前記データ取得
部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応する第１の画像の
画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前記
第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、前記第１の画像デ
ータ及び前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補正する補正部と、を備えた
ことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる処理方法は、被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、前
記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系とを
有する光学ユニットが着脱自在に装着され、前記第１の光学系で結像された光学像を撮像
して第１の画像データを生成する第１の撮像部及び前記第２の光学系で結像された光学像
を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮像部から出力された画像データを処理す
る処理装置が実行する処理方法であって、前記処理装置に装着された前記光学ユニットが
有する第１の記憶部から、前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正す
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るための画角補正データを取得するデータ取得処理と、前記データ取得処理において取得
した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応する第１の画像の画角と前
記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前記第１の画
像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、前記第１の画像データ及び
前記第２の画像データの少なくともいずれか一方を補正する補正処理と、を含むことを特
徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる処理プログラムは、被写体からの入射光を結像する第１の光学系
と、前記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学
系とを有する光学ユニットが着脱自在に装着され、前記第１の光学系で結像された光学像
を撮像して第１の画像データを生成する第１の撮像部及び前記第２の光学系で結像された
光学像を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮像部から出力された画像データを
処理する処理装置に、前記処理装置に装着された前記光学ユニットが有する第１の記憶部
から、前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正デ
ータを取得するデータ取得手順と、前記データ取得手順において取得した画角補正データ
に基づいて、前記第１の画像データに対応する第１の画像の画角と前記第２の画像データ
に対応する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前記第１の画像の大きさと前記第
２の画像の大きさとを一致させるように、前記第１の画像データ及び前記第２の画像デー
タの少なくともいずれか一方を補正する補正手順と、を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、立体観察用の二つの光学系を有する光学ユニットとして、どの光学ユ
ニットが処理装置に装着された場合であっても、装着された光学ユニットに対応した画像
補正を適切に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態における内視鏡システムの概略構成を示す模式図で
ある。
【図２】図２は、図１に示す光源一体型プロセッサが内視鏡から入力された画像データに
対して実行する処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図３】図３は、図２に示す補正処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図４】図４は、図３に示す基準領域位置設定処理を説明するための図である。
【図５】図５は、図３に示す抽出領域の大きさ設定処理を説明する図である。
【図６】図６は、図３に示す拡大縮小処理を説明するための図である。
【図７】図７は、図３に示す基準領域位置設定処理を説明するための図である。
【図８】図８は、図３に示す抽出領域の大きさ設定処理を説明する図である。
【図９】図９は、図３に示す拡大縮小処理を説明するための図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態における撮像システムの他の概略構成を示す模
式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下の説明では、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として
、医療用の内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形態により、この発明が
限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同一の符号を付し
ている。
【００２０】
（実施の形態）
　図１は、本発明の実施の形態における内視鏡システムの概略構成を示す模式図である。
図１に示すように、本実施の形態にかかる内視鏡システム１は、被検体内導入用の内視鏡
２、コネクタ（不図示）を介して装着された内視鏡２（撮像装置）から送信される撮像信
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号に対して所定の画像処理を施す光源一体型プロセッサ３（処理装置）、内視鏡２による
撮像信号に対応した立体映像を表示する表示装置４（表示部）、及び、各種指示情報の入
力を受け付けて光源一体型プロセッサ３に指示情報を入力する入力装置５を備える。光源
一体型プロセッサ３は、コネクタを介して、内視鏡２が着脱自在に装着される構成を有す
る。光源一体型プロセッサ３は、内部に光源部６を有するプロセッサである。
【００２１】
　内視鏡２は、被検体内に挿入される可撓性の挿入部を有し、挿入部の先端部に設けられ
た撮像部２０によって、被検体の体内を撮像した被検体内の画像データが生成される。内
視鏡２は、先端部に、左眼用光学系２１Ａ（第１の光学系）、右眼用光学系２１Ｂ（第２
の光学系）、左眼用撮像素子２２Ａ（第１の撮像部）と右眼用撮像素子２２Ｂ（第２の撮
像部）と左眼用信号処理部２３Ａと右眼用信号処理部２３Ｂとを備えた撮像部２０、メモ
リ２４（第１の記憶部）及び照明レンズ２５を有する。内視鏡２は、先端から基端のコネ
クタ（不図示）まで延伸する照明ファイバ（ライトガイドケーブル）及び電気ケーブル（
不図示）を有する。また、内視鏡２は、各種操作スイッチが設けられた操作スイッチ部（
不図示）を有する。
【００２２】
　左眼用光学系２１Ａは、一または複数のレンズを用いて構成され、左眼用撮像素子２２
Ａの前段に設けられ、被写体からの入射光を結像する。
【００２３】
　右眼用光学系２１Ｂは、一または複数のレンズを用いて構成され、右眼用撮像素子２２
Ｂの前段に設けられ、被写体からの入射光を、左眼用光学系２１Ａとは視差を有して結像
する。なお、左眼用光学系２１Ａ及び右眼用光学系２１Ｂは、それぞれが画角を変化させ
る光学ズーム機能及び焦点を変化させるフォーカス機能を有していてもよい。
【００２４】
　左眼用撮像素子２２Ａは、左眼用光学系２１Ａで結像された光学像を撮像して左眼画像
データ（第１の画像データ）を生成する。左眼用撮像素子２２Ａは、ＣＭＯＳ撮像素子や
ＣＣＤ撮像素子であり、受光面に、光が照射された被写体からの光を受光し、受光した光
を光電変換して画像データを生成する複数の画素が行列状に配置される。
【００２５】
　右眼用撮像素子２２Ｂは、右眼用光学系２１Ｂで結像された光学像を撮像して右眼画像
データ（第２の画像データ）を生成する。右眼用撮像素子２２Ｂは、ＣＭＯＳ撮像素子や
ＣＣＤ撮像素子であり、受光面に、光が照射された被写体からの光を受光し、受光した光
を光電変換して画像データを生成する複数の画素が行列状に配置される。
【００２６】
　左眼用信号処理部２３Ａは、左眼用撮像素子２２Ａから出力された左眼画像データ（ア
ナログ）に対してノイズ除去処理やクランプ処理を行うアナログ処理部及びＡ／Ｄ変換処
理を行うＡ／Ｄ変換部を有し、左眼画像データ（デジタル）を、光源一体型プロセッサ３
に出力する。なお、光源一体型プロセッサ３側に左眼用信号処理部２３Ａが設けられる構
成もある。
【００２７】
　右眼用信号処理部２３Ｂは、右眼用撮像素子２２Ｂから出力された右眼画像データ（ア
ナログ）に対してノイズ除去処理やクランプ処理を行うアナログ処理部及びＡ／Ｄ変換処
理を行うＡ／Ｄ変換部を有し、右眼画像データ（デジタル）を、光源一体型プロセッサ３
に出力する。なお、光源一体型プロセッサ３側に右眼用信号処理部２３Ｂが設けられる構
成もある。
【００２８】
　メモリ２４は、内視鏡２の種別、型番、左眼用撮像素子２２Ａ、右眼用撮像素子２２Ｂ
の種別等を示す識別情報を記録する。メモリ２４は、左眼用光学系２１Ａと右眼用光学系
２１Ｂとの画角の相違を補正するための画角補正データを記憶する。画角補正データは、
各内視鏡２に応じたデータである。画角補正データは、左眼画像データに対応する左眼画
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像（第１の画像）と右眼画像データに対応する右眼画像（第２の画像）とのうち、左眼画
像の画角及び大きさに対して右眼画像の画角及び大きさを一致させるように補正部３５に
指示する指示データを含む。画角補正データは、右眼画像の画角の左眼画像の画角に対す
る倍率γ（第１の倍率）を含む。メモリ２４は、光源一体型プロセッサ３における各画像
からの抽出領域の基準の大きさを示す基準領域（抽出基準領域）の位置を示す位置データ
を記憶する。位置データは、左眼画像における基準領域の位置を示す第１の位置データと
、右眼画像における基準領域の位置を示す第２の位置データとである。なお、メモリ２４
は、ホワイトバランス（ＷＢ）調整用のパラメータ等、左眼用撮像素子２２Ａ及び右眼用
撮像素子２２Ｂが撮像した画像データに対する画像処理用の各種パラメータを記録してい
てもよい。メモリ２４が記録する各種情報は、内視鏡２が光源一体型プロセッサ３に装着
された場合に光源一体型プロセッサ３との間の通信処理によって、電気ケーブル（不図示
）を介して、光源一体型プロセッサ３の補正データ取得部３１１に出力される。
【００２９】
　照明レンズ２５は、コネクタから延伸するライトガイドケーブルの先端に位置する。内
視鏡２が光源一体型プロセッサ３に装着されている場合には、後述する光源一体型プロセ
ッサ３の光源部６から発せられた光は、ライトガイドケーブルを経由して、内視鏡２先端
の照明レンズ２５から被写体に照明される。
【００３０】
　光源一体型プロセッサ３は、着脱自在に内視鏡２が装着され、装着された内視鏡２から
送信される左眼画像データ及び右眼画像データに対して所定の画像処理を施し、立体画像
を生成する。光源一体型プロセッサ３は、生成した立体画像を表示装置４に表示出力させ
る。
【００３１】
　光源一体型プロセッサ３は、制御部３１、記憶部３２（第２の記憶部）、左右画像変換
部３３、第１画像処理部３４、補正部３５、第２画像処理部３６、ＯＳＤ（オンスクリー
ンディスプレイ）生成部３７、合成部３８、表示制御部３９及び光源部６を有する。
【００３２】
　制御部３１は、ＣＰＵ等を用いて実現される。制御部３１は、光源一体型プロセッサ３
の各構成に対する指示情報やデータの転送等を行うことによって、光源一体型プロセッサ
３の各部位の処理動作を制御する。光源一体型プロセッサ３に内視鏡２が装着されている
場合、制御部３１は、各ケーブルを介して内視鏡２の左眼用撮像素子２２Ａ、右眼用撮像
素子２２Ｂ、左眼用信号処理部２３Ａ及び右眼用信号処理部２３Ｂにそれぞれ接続し、こ
れらの制御も行う。制御部３１は、補正データ取得部３１１及びパラメータ生成部３１２
を有する。
【００３３】
　補正データ取得部３１１は、この光源一体型プロセッサ３に実際に装着された内視鏡２
のメモリ２４から画角補正データを取得する。補正データ取得部３１１は、左眼画像の画
角及び大きさに対して右眼画像の画角及び大きさを一致させるように補正部３５に指示す
る指示データと、この内視鏡２の右眼画像の画角の左眼画像の画角に対する倍率γと、左
眼画像における基準領域の位置を示す第１の位置データと、右眼画像における基準領域の
位置を示す第２の位置データと、をメモリ２４から取得する。補正データ取得部３１１は
、内視鏡２のメモリ２４から該内視鏡２の種別を示す識別情報を取得し、該取得した識別
情報が示す内視鏡２の種別及び表示装置４の規格に応じた倍率α（第２の倍率）を、後述
する記憶部３２から取得する。倍率αは、内視鏡２の種別及び表示装置４の規格に応じて
予め設定された拡大縮小処理対象の画像に対する拡大縮小倍率である。倍率αは、表示装
置４が表示する画像の大きさに合う大きさの画像を生成するために、入力された画像を拡
大あるいは縮小する処理において用いられる。実施の形態では、倍率αは、左眼画像に対
する拡大縮小倍率とし、右眼画像に対する拡大縮小倍率もαであるとして以降の説明を行
う。
【００３４】
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　パラメータ生成部３１２は、補正データ取得部３１１が取得した倍率γを基に、後述す
る拡大縮小部３５２が実行する拡大縮小処理において、左眼画像から抽出された第１の抽
出領域に対して使用される第１の拡大縮小倍率を生成する。パラメータ生成部３１２は、
補正データ取得部３１１が取得した倍率γと倍率αとを基に、拡大縮小部３５２が実行す
る拡大縮小処理において、右眼画像から抽出された第２の抽出領域に対して使用される第
２の拡大縮小倍率を生成する。
【００３５】
　記憶部３２は、揮発性メモリや不揮発性メモリを用いて実現され、光源一体型プロセッ
サ３を動作させるための各種プログラムを記憶する。記憶部３２は、光源一体型プロセッ
サ３の処理中の情報を一時的に記録する。記憶部３２は、各画像からの抽出領域の基準の
大きさを示す基準領域を示す情報を記憶する。記憶部３２は、倍率αを内視鏡２の種別及
び表示装置４の規格にそれぞれ対応付けた拡大縮小倍率データ３２１を記憶する。記憶部
３２は、内視鏡２から出力された左眼画像データ、右眼画像データ、識別情報等の各種情
報を記憶する。記憶部３２は、光源一体型プロセッサ３の外部から装着されるメモリカー
ド等を用いて構成されてもよい。
【００３６】
　左右画像変換部３３は、左眼用信号処理部２３Ａから入力された左眼画像データと、右
眼用信号処理部２３Ｂから入力された右眼画像データとを基に、例えばＳｉｄｅ－ｂｙ－
Ｓｉｄｅ方式を用いて、左眼画像データに対応する左眼画像と右眼画像データに対応する
右眼画像とを横に並べて１枚の画像データに変換する。左右画像変換部３３は、左眼用信
号処理部２３Ａから入力された左眼画像データと、右眼用信号処理部２３Ｂから入力され
た右眼画像データとを、後段の第１画像処理部３４における画像処理に適した形式に変換
する。
【００３７】
　第１画像処理部３４は、左右画像変換部３３から入力された画像データに対し、オプテ
ィカルブラック（ＯＢ）減算処理、デモザイキング処理及びホワイトバランス（ＷＢ）調
整処理等を行う。
【００３８】
　補正部３５は、補正データ取得部３１１が取得した画角補正データに基づいて、左眼画
像データに対応する左眼画像の画角と右眼画像データに対応する右眼画像の画角とを一致
させるとともに、左眼画像の大きさと右眼画像の大きさとを一致させるように、左眼画像
データ及び右眼画像データの少なくともいずれか一方を補正する。実施の形態では、補正
部３５に対して、左眼画像の画角及び大きさに対して右眼画像の画角及び大きさを一致さ
せるように指示データで指示されている。なお、二つの画像間で水平方向の大きさ及び垂
直方向の大きさがそれぞれ一致する場合に、該二つの画像の大きさが一致するものとして
、以降の説明を行う。補正部３５は、処理領域設定部３５１及び拡大縮小部３５２を有す
る。
【００３９】
　処理領域設定部３５１は、補正データ取得部３１１が取得した第１の位置データを基に
左眼画像における基準領域の位置を設定する。処理領域設定部３５１は、補正データ取得
部３１１が取得した第２の位置データを基に右眼画像における基準領域の位置を設定する
。処理領域設定部３５１は、設定した左眼画像の基準領域に基づいて左眼画像から抽出す
る第１の抽出領域の大きさを設定する一方、設定した右眼画像の基準領域及び補正データ
取得部３１１が取得した倍率γに基づいて右眼画像から抽出する第２の抽出領域の大きさ
を設定する。
【００４０】
　拡大縮小部３５２は、左眼画像から第１の抽出領域を抽出し、該抽出した第１の抽出領
域を第１の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の左眼画像として出力する
。拡大縮小部３５２は、右眼画像から第２の抽出領域を抽出し、該抽出した第２の抽出領
域を第２の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の右眼画像として出力する



(11) JP WO2017/038774 A1 2017.3.9

10

20

30

40

50

。第１の拡大縮小倍率及び第２の拡大縮小倍率は、パラメータ生成部３１２によって生成
される。
【００４１】
　第２画像処理部３６は、補正部３５が出力した補正後の右眼画像及び補正後の左眼画像
に対して、構造強調処理（エッジ強調処理）等の画像処理を行い、立体表示用の画像デー
タを生成する。
【００４２】
　ＯＳＤ生成部３７は、立体表示用の画像データに重畳するための文字やメニュー等の画
像データを生成する。
【００４３】
　合成部３８は、ＯＳＤ生成部３７が生成した画像を、第２画像処理部３６から出力され
た立体表示用の画像データに合成した表示用の画像データを生成する。
【００４４】
　表示制御部３９は、合成部３８が生成した表示用の画像データを、表示装置４が表示出
力可能な形式の画像データに変換し、表示装置４に表示させる。表示制御部３９は、デジ
タル信号からアナログ信号への変換器（ＤＡＣ）やエンコーダを備え、合成部３８から入
力された画像データを、例えば、デジタル信号からアナログ信号に変換し、変換したアナ
ログ信号の画像データをハイビジョン方式等のフォーマットに変更して、表示装置４へ出
力する。
【００４５】
　光源部６は、光源ドライバと光源とを有し、制御部３１の制御のもと、内視鏡２に照明
光を供給する。光源部６の光源は、例えば白色光を発する白色ＬＥＤで構成される。また
、光源部６の光源は、それぞれ異なる波長帯域の光を発する複数のＬＥＤ（例えば赤色Ｌ
ＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ）を用い、各ＬＥＤが発する光を合波して所望の色調の照
明光を得るものであってもよい。また、光源部６は、時系列で異なる色成分の光を出射す
る面順次式の構成を採用してもよい。また、光源部６は、レーザ光源を用いるものであっ
てもよい。また、光源部６は、キセノンランプ、ハロゲンランプ等の光源と、光学フィル
タ、絞り及び光源部６の各部材を制御する光源制御部品を備えた構成であってもよい。
【００４６】
　表示装置４は、液晶又は有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）を用
いた表示ディスプレイ等を用いて構成される。表示装置４は、光源一体型プロセッサ３か
ら出力された表示用画像を含む各種情報を表示する。
【００４７】
　入力装置５は、マウス、キーボード及びタッチパネル等の操作デバイスを用いて実現さ
れ、各種指示データの入力を受け付け、受け付けた各種指示データを光源一体型プロセッ
サ３の制御部３１に入力する。入力装置５は、被検体である患者に関する患者データ（た
とえばＩＤ、生年月日、名前等）、及び、検査内容等のデータの入力を受け付ける。
【００４８】
　図２は、光源一体型プロセッサ３が内視鏡２から入力された画像データに対して実行す
る処理の処理手順を示すフローチャートである。
【００４９】
　図２に示すように、光源一体型プロセッサ３では、制御部３１が、内視鏡２が光源一体
型プロセッサ３に装着されたか否かを判断する（ステップＳ１）。制御部３１は、内視鏡
２が光源一体型プロセッサ３に装着されていないと判断した場合（ステップＳ１：Ｎｏ）
、内視鏡２が光源一体型プロセッサ３に装着されたと判断するまでステップＳ１の判断処
理を繰り返す。
【００５０】
　内視鏡２が光源一体型プロセッサ３に装着されたと制御部３１が判断した場合（ステッ
プＳ１：Ｙｅｓ）、補正データ取得部３１１は、内視鏡２のメモリ２４との間で通信処理
を行い、メモリ２４から内視鏡２の識別情報を取得する識別情報取得処理を行う（ステッ
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プＳ２）。
【００５１】
　補正データ取得部３１１は、ステップＳ２において取得した識別情報が示す内視鏡２の
種別、及び、光源一体型プロセッサ３に接続する表示装置４の規格に応じた倍率αを、記
憶部３２の拡大縮小倍率データ３２１から読み出して取得する倍率α取得処理を行う（ス
テップＳ３）。
【００５２】
　補正データ取得部３１１は、メモリ２４から、指示データ、倍率γ、第１の位置データ
及び第２の位置データを含む画角補正データを取得する画角補正データ取得処理を行う（
ステップＳ４）。ステップＳ２及びステップＳ４は、並列処理であってもよい。補正デー
タ取得部３１１が取得した倍率α及び画角補正データは、補正部３５に出力される。
【００５３】
　パラメータ生成部３１２は、補正データ取得部３１１が取得した倍率γを基に第１の拡
大縮小倍率を生成し、補正データ取得部３１１が取得した倍率γと倍率αとを基に第２の
拡大縮小倍率を生成するパラメータ生成処理を行う（ステップＳ５）。パラメータ生成部
３１２が生成した第１の拡大縮小倍率及び第２の拡大縮小倍率は、補正部３５の拡大縮小
部３５２に出力される。
【００５４】
　制御部３１は、内視鏡２から画像データが入力されたか否かを判断する（ステップＳ６
）。制御部３１は、内視鏡２から画像データが入力されていないと判断した場合（ステッ
プＳ６：Ｎｏ）、処理を終了する。
【００５５】
　内視鏡２から画像データが入力されたと制御部３１が判断した場合（ステップＳ６：Ｙ
ｅｓ）、左右画像変換部３３が、入力された画像データである左眼画像データ及び右眼画
像データを１枚の画像データに変換後、第１画像処理部３４がＯＢ減算処理、デモザイキ
ング処理及びＷＢ調整処理等の第１の画像処理を行う（ステップＳ７）。
【００５６】
　補正部３５は、第１の画像処理が行なわれた画像に対して、左眼画像データに対応する
左眼画像の画角と右眼画像データに対応する右眼画像の画角とを一致させるとともに、左
眼画像の大きさと右眼画像の大きさとを一致させる補正処理を行う（ステップＳ８）。補
正部３５における補正後の左眼画像及び右眼画像は、画角及び画像の大きさが一致したも
のとなる。
【００５７】
　第２画像処理部３６及び合成部３８は、補正部３５における補正後の左眼画像及び右眼
画像に対し、エッジ強調処理等の画像処理を行って立体表示用の画像データを生成する第
２の画像処理を行う（ステップＳ９）。表示制御部３９は、第２の画像処理において生成
された立体表示用の画像データを、表示装置４が表示出力可能な形式の画像データに変換
し、表示装置４に表示させる画像表示制御処理を行う（ステップＳ１０）。これによって
、表示装置４には、画角及び画像の大きさが一致した左眼画像及び右眼画像に基づく立体
画像が表示される。その後、ステップＳ６に戻り、処理が継続される。
【００５８】
　図３は、図２に示す補正処理の処理手順を示すフローチャートである。図３に示すよう
に、補正処理において、処理領域設定部３５１は、補正データ取得部３１１が取得した第
１の位置データを基に左眼画像における基準領域の位置を設定する一方、第２の位置デー
タを基に右眼画像における基準領域の位置を設定する基準領域位置設定処理を行う（ステ
ップＳ１１）。
【００５９】
　処理領域設定部３５１は、左眼画像から抽出する第１の抽出領域の大きさを設定する一
方、右眼画像から抽出する第２の抽出領域の大きさを設定する抽出領域の大きさ設定処理
を行う（ステップＳ１２）。
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【００６０】
　拡大縮小部３５２は、左眼画像から第１の抽出領域を抽出し、該抽出した第１の抽出領
域を第１の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の左眼画像として出力する
一方、右眼画像から第２の抽出領域を抽出し、該抽出した第２の抽出領域を第２の拡大縮
小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の右眼画像として出力する拡大縮小処理を行
う（ステップＳ１３）。
【００６１】
　図４～図６を参照して、図３に示す各処理を説明する。図４は、図３に示す基準領域位
置設定処理を説明するための図である。図５は、図３に示す抽出領域の大きさ設定処理を
説明する図である。図６は、図３に示す拡大縮小処理を説明するための図である。
【００６２】
　たとえば、図４の（ａ）のように、基準領域の大きさとして、水平方向及び垂直方向の
大きさがともにｎである正方形状の領域Ｃが設定されている場合であって、第１の位置デ
ータが、左眼画像における基準領域の左上頂点の位置ＰＬを示し、第２の位置データが、
右眼画像における基準領域の左上頂点の位置ＰＲを示す場合を例に説明する。処理領域設
定部３５１は、基準領域位置設定処理（ステップＳ１１）において、図４の（ｂ）に示す
ように、左眼画像Ｇ１における基準領域として、第１の位置データが示す位置ＰＬに左上
頂点が位置するように領域Ｃを配置した領域Ｃ１を設定する。処理領域設定部３５１は、
図４の（ｂ）に示すように、右眼画像Ｇ２における基準領域として、第２の位置データが
示す位置ＰＲに左上頂点が位置するように領域Ｃを配置した領域Ｃ２を設定する。なお、
第２の位置データは、左眼画像における基準領域の左上頂点ＰＬに対するずれ量Ｚであっ
てもよく、その場合には、処理領域設定部３５１は、位置ＰＬからＺ分ずらした位置に左
上頂点が位置するように領域Ｃを配置させて、基準領域Ｃ２を設定してもよい。
【００６３】
　実施の形態では、左眼画像の画角及び大きさに対して右眼画像の画角及び大きさを一致
させるように指示されている。処理領域設定部３５１は、抽出領域の大きさ設定処理（ス
テップＳ１２）において、図５に示すように、左眼画像Ｇ１に対しては、ステップＳ１１
において設定した基準領域Ｃ１をそのまま第１の抽出領域として設定する。処理領域設定
部３５１は、右眼画像Ｇ２に対しては、右眼画像の画角を左眼画像の画角と一致させる補
正を行うために、ステップＳ１１において設定した右眼画像Ｇ２の基準領域Ｃ２を、矢印
Ｙａのように、水平方向及び垂直方向をそれぞれ（１／γ）倍した領域Ｃ２Ｒを第２の抽
出領域として設定する。したがって、水平方向及び垂直方向の大きさがともに（ｎ／γ）
である正方形状の第２の抽出領域Ｃ２Ｒが設定される。なお、処理領域設定部３５１は、
基準領域Ｃ２の中心の位置は固定させた状態で、基準領域Ｃ２を水平方向及び垂直方向に
それぞれ（１／γ）倍する。
【００６４】
　拡大縮小処理（ステップＳ１３）においては、図６の（ａ）に示すように、拡大縮小部
３５２は、左眼画像Ｇ１（図５参照）から第１の抽出領域Ｃ１を抽出し、右眼画像Ｇ２（
図５参照）から第２の抽出領域Ｃ２Ｒを抽出する。図４の（ａ）に示すように基準領域の
大きさとして正方形状の領域Ｃが設定されている場合、ステップＳ５において、パラメー
タ生成部３１２は、補正対象ではない左眼画像に対する第１の拡大縮小倍率については倍
率αを設定する。パラメータ生成部３１２は、倍率αで拡大縮小された補正後の左眼画像
の大きさと、補正後の右眼画像の大きさとが一致するように、補正対象となる右眼画像に
対する第２の拡大縮小倍率として、倍率αを倍率γで乗じた倍率（α×γ）に設定する。
したがって、拡大縮小部３５２は、矢印Ｙｂのように、左眼画像Ｇ１から抽出した第１の
抽出領域Ｃ１の水平方向の大きさ及び垂直方向の大きさをそれぞれα倍で拡大あるいは縮
小した画像Ｏ１を生成する（図６の（ｂ）参照）。拡大縮小部３５２は、矢印Ｙｃのよう
に、抽出した第２の抽出領域Ｃ２Ｒの水平方向の大きさ及び垂直方向の大きさをそれぞれ
（α×γ）倍で拡大あるいは縮小した画像Ｏ２を生成する（図６の（ｂ）参照）。この結
果、左眼画像Ｏ１及び右眼画像Ｏ２は、水平方向及び垂直方向の大きさがともに（ｎ×α
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）となり、画像の大きさが一致する。
【００６５】
　このように、本実施の形態では、それぞれの内視鏡２のメモリ２４に、内視鏡２の左眼
用光学系２１Ａと右眼用光学系２１Ｂとの画角の相違を補正するための画角補正データを
記憶させている。光源一体型プロセッサ３に内視鏡２が装着されると、光源一体型プロセ
ッサ３は、内視鏡２のメモリ２４から画角補正データを読み出し、読み出した画角補正デ
ータに基づいて、左眼画像データに対応する左眼画像の画角と右眼画像データに対応する
右眼画像の画角とを一致させるとともに、左眼画像の大きさと右眼画像の大きさとを一致
させるように補正処理を実行する。言い換えると、実施の形態では、立体観察用の二つの
光学系の個体差に起因する画像間の大きさのバラツキが内視鏡２ごとに異なる場合であっ
ても、光源一体型プロセッサ３は、実際に装着された内視鏡２に対応する画角補正データ
を内視鏡２のメモリ２４から読み出し、読み出した画角補正データに基づいて補正処理を
行っている。したがって、実施の形態によれば、どのような内視鏡２が光源一体型プロセ
ッサ３に装着された場合であっても、光源一体型プロセッサ３は、装着される内視鏡２に
対応した画像補正を適切に実行することができる。
【００６６】
　なお、基準領域の大きさとして、水平方向及び垂直方向の大きさが異なる長方形状の領
域が設定されている場合には、第１の倍率として、水平方向については倍率α１が設定さ
れており、垂直方向については倍率α２が設定されている場合がある。この場合の補正処
理について説明する。図７は、図３に示す基準領域位置設定処理を説明するための図であ
る。図８は、図３に示す抽出領域の大きさ設定処理を説明する図である。図９は、図３に
示す拡大縮小処理を説明するための図である。
【００６７】
　たとえば、図７の（ａ）のように、基準領域の大きさとして、水平方向の大きさがｘで
あり、垂直方向の大きさがｙである長方形状の領域Ｄが設定されている。処理領域設定部
３５１は、基準領域位置設定処理（ステップＳ１１）において、図７の（ｂ）に示すよう
に、左眼画像Ｆ１における基準領域として、位置ＰＬに左上頂点が位置するように領域Ｄ
を配置した領域Ｄ１を設定し、右眼画像Ｆ２における基準領域として、位置ＰＲに左上頂
点が位置するように領域Ｄを配置した領域Ｄ２を設定する。
【００６８】
　処理領域設定部３５１は、抽出領域の大きさ設定処理（ステップＳ１２）において、図
８に示すように、左眼画像Ｆ１に対しては、ステップＳ１１において設定した基準領域Ｄ

１をそのまま第１の抽出領域として設定する。処理領域設定部３５１は、右眼画像Ｆ２に
対しては、右眼画像の画角を左眼画像の画角と一致させる補正を行うために、ステップＳ
１１において設定した右眼画像Ｆ２の基準領域Ｄ２を、矢印Ｙｅ，Ｙｆのように、水平方
向及び垂直方向をそれぞれ（１／γ）倍した領域Ｄ２Ｒを第２の抽出領域として設定する
。したがって、右眼画像Ｆ２に対しては、水平方向の大きさが（ｘ／γ）であり、垂直方
向の大きさが（ｙ／γ）である長方形状の第２の抽出領域Ｄ２Ｒが設定される。
【００６９】
　拡大縮小処理（ステップＳ１３）においては、図９の（ａ）に示すように、拡大縮小部
３５２は、左眼画像Ｆ１（図８参照）から第１の抽出領域Ｄ１を抽出し、右眼画像Ｆ２（
図８参照）から第２の抽出領域Ｄ２Ｒを抽出する。ここで、ステップＳ５では、パラメー
タ生成部３１２は、補正対象ではない左眼画像に対する第１の拡大縮小倍率として、水平
方向の倍率をα１に設定し、垂直方向の倍率をα２に設定している。一方、ステップＳ５
では、パラメータ生成部３１２は、補正対象となる右眼画像に対する第２の拡大縮小倍率
として、倍率α１，α２を倍率γで乗じた倍率を設定している。具体的には、パラメータ
生成部３１２は、第２の拡大縮小倍率として、水平方向の倍率を（α１×γ）に設定し、
垂直方向の倍率を（α２×γ）に設定する。したがって、拡大縮小部３５２は、矢印Ｙｇ

のように、第１の抽出領域Ｄ１に対して、水平方向にα１倍に拡大或いは縮小し、垂直方
向にα２倍に拡大或いは縮小した画像Ｐ１を生成する（図９の（ｂ）参照）。拡大縮小部
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３５２は、矢印Ｙｈのように、第２の抽出領域Ｄ２Ｒに対して、水平方向に（α１×γ）
倍に拡大或いは縮小し、垂直方向に（α２×γ）倍に拡大或いは縮小した画像Ｐ２を生成
する（図９の（ｂ）参照）。この結果、補正後の左眼画像Ｐ１及び補正後の右眼画像Ｐ２

は、水平方向の大きさが（ｘ×α１）となり、垂直方向の大きさが（ｙ×α２）となるた
め、画像の大きさが一致する。
【００７０】
　また、実施の形態では、二つの撮像素子を設けて左眼画像データと右眼画像データとを
取得する例について説明したが、ＣＭＯＳ撮像素子の受光面を左眼用領域及び右眼用領域
の二つの領域に分けて、左眼画像データと右眼画像データとを一つのＣＭＯＳ撮像素子で
取得する構成であってもよい。
【００７１】
　また、実施の形態では、拡大縮小部３５２による画像データへの拡大縮小処理によって
左右画像の大きさを一致させる例について説明したが、制御部３１が、左眼用光学系２１
Ａ及び右眼用光学系２１Ｂの少なくとも一方の光学ズーム機能をパラメータ生成部３１２
で生成したパラメータに基づいて制御することで左右画像の画角及び大きさを一致させる
補正処理を行ってもよい。
【００７２】
　また、実施の形態では、光源部６が一体となった光源一体型プロセッサ３を例に説明し
たが、プロセッサと光源装置とが別体である場合にも同様に適用可能である。
【００７３】
　また、実施の形態において、内視鏡２と光源一体型プロセッサ３との間で送受信される
信号は、電気信号に限らず、電気信号を変換した光信号であってもよい。この場合には、
光ファイバ等の光信号用の伝送路を用いて、内視鏡２と光源一体型プロセッサ３との間で
光信号の伝送が行われる。内視鏡２と光源一体型プロセッサ３との間においては、有線通
信に限らず、無線通信を用いて信号の送受信を行ってもよい。
【００７４】
　また、実施の形態では、挿入部が可撓性である内視鏡が適用される内視鏡システムにつ
いて説明したが、挿入部が硬性である内視鏡が適用される内視鏡システムでもよい。また
、撮像装置として機能する内視鏡に、光源と、撮像素子及び光源を制御する制御機能とを
持たせてもよい。この場合、光源は、内視鏡の挿入部先端に設けられた半導体光源等であ
ってもよい。また、内視鏡の挿入部先端に撮像素子を設けた構成に限らず、例えば、撮像
素子が挿入部基端側に設けられ、挿入部の先端から基端へ光ファイバで伝送された光学像
を撮像するように構成されていてもよい。また、挿入部先端に撮像素子を設けた内視鏡に
限らず、ファイバスコープや光学視管などの光学式内視鏡の接眼部カメラヘッドを接続す
る構成であってもよい。
【００７５】
　また、実施の形態として、内視鏡システム１を例に説明したが、内視鏡システムに限ら
ず、左眼用光学系２１Ａ、右眼用光学系２１Ｂ、撮像部２０、メモリ２４及び照明レンズ
２５を備えた撮像ユニットが、制御部３１、記憶部３２、左右画像変換部３３、第１画像
処理部３４、補正部３５及び第２画像処理部３６を少なくとも備えた処理装置に着脱自在
に装着される撮像システムに適用することも可能である。
【００７６】
　図１０は、本発明の実施の形態における撮像システムの他の概略構成を示す模式図であ
る。本実施の形態にかかる撮像システムは、図１０の撮像システム１Ａに示すように、表
示装置４及び入力装置５を有するカメラ本体部３Ａに撮像部２０が設けられた構成を有し
ていてもよい。この場合には、カメラ本体部３Ａに、左眼用光学系２１Ａ、右眼用光学系
２１Ｂ、メモリ２４及び照明レンズ２５を備えた光学ユニット２Ａが着脱自在に装着され
、カメラ本体部３Ａでは、制御部３１Ａの補正データ取得部３１１が、装着された光学ユ
ニット２Ａのメモリ２４から、光学ユニット２Ａに対応する画角補正データを読み出す。
【００７７】
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　また、本実施の形態にかかる光源一体型プロセッサ、カメラ本体部、並びに、他の構成
部で実行される各処理に対する実行プログラムは、インストール可能な形式または実行可
能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等のコン
ピュータで読み取り可能な記録媒体に記録して提供するように構成してもよく、インター
ネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウ
ンロードさせることにより提供するように構成してもよい。また、インターネット等のネ
ットワーク経由で提供または配布するように構成してもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　１　内視鏡システム
　１Ａ　撮像システム
　２　内視鏡
　２Ａ　光学ユニット
　３　光源一体型プロセッサ
　３Ａ　カメラ本体部
　４　表示装置
　５　入力装置
　６　光源部
　２０　撮像部
　２１Ａ　左眼用光学系（第１の光学系）
　２１Ｂ　右眼用光学系（第２の光学系）
　２２Ａ　左眼用撮像素子（第１の撮像部）
　２２Ｂ　右眼用撮像素子（第２の撮像部）
　２３Ａ　左眼用信号処理部
　２３Ｂ　右眼用信号処理部
　２４　メモリ
　２５　照明レンズ
　３１，３１Ａ　制御部
　３２　記憶部
　３３　左右画像変換部
　３４　第１画像処理部
　３５　補正部
　３６　第２画像処理部
　３７　ＯＳＤ生成部
　３８　合成部
　３９　表示制御部
　３１１　補正データ取得部
　３１２　パラメータ生成部
　３２１　拡大縮小倍率データ
　３５１　処理領域設定部
　３５２　拡大縮小部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月13日(2017.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ユニットと、前記光学ユニットで結像された光学像を撮像する撮像装置と、前記撮
像装置から送信される画像データに対して画像処理を施す処理装置と、を備えた撮像シス
テムであって、
　前記光学ユニットは、
　被写体からの入射光を結像する第１の光学系と、
　前記被写体からの入射光を、前記第１の光学系とは視差を有して結像する第２の光学系
と、
　前記第１の光学系と前記第２の光学系との画角の相違を補正するための画角補正データ
を記憶する第１の記憶部と、
　を備え、
　前記撮像装置は、
　前記第１の光学系で結像された光学像を撮像して第１の画像データを生成する第１の撮
像部と、
　前記第２の光学系で結像された光学像を撮像して第２の画像データを生成する第２の撮
像部と、
　を備え、
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　前記処理装置は、
　前記第１の記憶部から前記画角補正データを取得するデータ取得部と、
　前記データ取得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の画像データに対応
する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応する第２の画像の画角とを一致させ
るとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画像の大きさとを一致させるように、
前記第１の画像データ及び前記第２の画像データの少なくとも一方を補正する補正部と、
　を備え、
　前記画角補正データは、前記第１の画像の画角及び大きさに対して前記第２の画像の画
角及び大きさを一致させるように前記補正部に指示する指示データと、前記第２の画像の
画角の前記第１の画像の画角に対する第１の倍率と、を含むことを特徴とする撮像システ
ム。
【請求項２】
　前記処理装置は、該処理装置によって処理された画像を表示出力する表示部と、
　前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じて予め設定された拡大縮小倍率で
ある第２の倍率を基に前記補正部で使用される第１の拡大縮小倍率を生成し、前記データ
取得部が取得した前記第１の倍率と前記第２の倍率とを基に前記補正部で使用される第２
の拡大縮小倍率を生成するパラメータ生成部と、
　をさらに備え、
　前記補正部は、
　各画像からの抽出基準領域に基づいて前記第１の画像から抽出する第１の抽出領域の大
きさを設定する一方、前記抽出基準領域及び前記データ取得部が取得した前記第１の倍率
に基づいて前記第２の画像から抽出する第２の抽出領域の大きさを設定する領域設定部と
、
　前記第１の画像から前記第１の抽出領域を抽出し、該抽出した前記第１の抽出領域を前
記第１の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第１の画像として出力する
一方、前記第２の画像から前記第２の抽出領域を抽出し、該抽出した前記第２の抽出領域
を前記第２の拡大縮小倍率で拡大あるいは縮小した画像を補正後の第２の画像として出力
する拡大縮小部と、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の撮像システム。
【請求項３】
　前記処理装置は、
　前記第２の倍率を前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格にそれぞれ対応付けて
記憶する第２の記憶部をさらに備え、
　前記第１の記憶部は、前記光学ユニットの種別を示す識別情報を記憶し、
　前記データ取得部は、前記第１の記憶部から前記光学ユニットの識別情報を取得し、該
取得した識別情報が示す前記光学ユニットの種別及び前記表示部の規格に応じた前記第２
の倍率を前記第２の記憶部から取得し、
　前記パラメータ生成部は、前記データ取得部が取得した前記第１の倍率及び前記第２の
倍率を基に前記第１の拡大縮小倍率と前記第２の拡大縮小倍率とを生成することを特徴と
する請求項２に記載の撮像システム。
【請求項４】
　前記画角補正データは、前記第１の画像における前記抽出基準領域の位置を示す第１の
位置データと、前記第２の画像における前記抽出基準領域の位置を示す第２の位置データ
とを含み、
　前記領域設定部は、前記データ取得部が取得した前記第１の位置データを基に前記第１
の画像における前記抽出基準領域の位置を設定し、前記データ取得部が取得した前記第２
の位置データを基に前記第２の画像における前記抽出基準領域の位置を設定することを特
徴とする請求項２に記載の撮像システム。
【請求項５】
　前記第１の光学系及び前記第２の光学系は、それぞれの画角を変化させる光学ズーム機
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能を有し、
　前記補正部は、前記データ取得部が取得した画角補正データに基づいて、前記第１の光
学系及び前記第２の光学系の少なくともいずれか一方の前記光学ズーム機能を制御するこ
とで、前記第１の画像データに対応する第１の画像の画角と前記第２の画像データに対応
する第２の画像の画角とを一致させるとともに、前記第１の画像の大きさと前記第２の画
像の大きさとを一致させることを特徴とする請求項１に記載の撮像システム。
【請求項６】
　当該撮像システムは、前記光学ユニット及び前記撮像装置を備えた内視鏡装置を有し、
　前記処理装置は、前記内視鏡装置から送信される画像データに対して画像処理を施すこ
とを特徴とする請求項１に記載の撮像システム。
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摘要(译)

根据本发明的内窥镜系统1包括用于左眼的光学系统21A，用于右眼的光
学系统21B，成像单元20，具有存储器24的内窥镜2，该存储器24存储视
角校正数据以及来自存储器24的图像。 校正数据获取单元311获取角度
校正数据，并基于获取的视角校正数据以及左眼图像和右眼图像的尺
寸，将左眼图像的视角和右眼图像的视角进行匹配。 提供一种光源集成
处理器（3），该光源集成处理器（3）具有用于校正以匹配图像尺寸的
校正单元（35）。 结果，由于具有两个用于立体观察的光学系统的光学
单元，无论将哪个光学单元安装到处理装置，都可以适当地执行与所安
装的光学单元相对应的图像校正。 提供了可以使用的成像系统。
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